
環境調査事業”シナダレスズメガヤ駆除とカワラノギク育成” (50)
　 ２０１３年１０月１４日（月）～１１月４日（月）   

相模川湘南地域協議会 記録：中門吉松 

１０月下旬から１１月初旬（約１週間）が相模川神川橋下河原の満開時期（昨年と同様）、 

10/12～13 観察会（交流）訪問した鬼怒川中流域より約2週間程度遅れて満開を迎えている。 

 今年度のカワラノギクは第2圃場が最も多かったが、昨年（2年目の第1圃場花）に比べて背丈が低く（７０ｃｍ）茎の太さも半分くらい。7月～8月にかけて 

の猛暑による影響は、玉石が多い第３圃場は少なく、冠水による土砂が堆積した第1・２圃場の方が大きいのは表土が熱せられるためか？（次年度課題） 

寒川町広報や流域協議会のHPなどでPR。 

11/4～訪れた方は約４０名位 

＊神奈川新聞の記事を見ての問い合せや 

広報・チラシによる問い合わせがあり、 

”カワラノギク”保全・再生活動のPRができた。 

開花後直ぐ、台風による増水で圃場が冠水、 

カワラノギクにゴミが絡みつき痛々しい。 
開花したばかりの第2圃場のカワラノギク、 

土砂の堆積多く、茎の下の方は茶枯れしている。 

１０月１５日 １０月２０日 

１０月３０日 １１月１日 



2011年5月開始した相模川下流域での保全・再生活動が3年目を迎えて「神奈川新聞」で取り上げて頂けました 

相模川湘南地域協議会会員の皆さん・女高生のMさん・遠く横浜や秦野から駆けつけ圃場整備やシナダレスズメガヤ抜き取りの成果が実を結ぶ 

平成14年造成、11年目の実験地 
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ポリネータの”ハナアブ”と迎える”カワラノギク” 

今年開通した圏央道と満開のカワラノギク（１０/３０） 

第３圃場のロゼット 

”健やかな成長を願う” 

【課題】 

アメリカネナシカズラの寄生 


